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振動特性に関する研究

筐
目的：振動の様子を図示することで振動の状態を把握する。

下囮に示すように、測定対象を加振装置で振動させ、各箇所の振福を
変位酎等で測定し、 FFT解析を行うことで、対象物がどのように振動し
ているのかを解析することができます。
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池l定結果から各測定点の
変位状厄を算出
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形状態を図示
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企業メリット」非接触で振動モードや、ボード線図、スペクトル解析が測定できるので、剛性や共振周波数

を高めたるための検討資料となる。

三振 動解析、 FFT、ボード線図、スペクトル解析、加振、共振周波数

］主要な研究テーマ|
・振動解析に関する研究

技術相談に応じられる分野

・振動解析、周波数解析、スペクトル解析

利用可能な装置等

・ 振動測定装置（レーザードップラー振動系、加振装置、 FFT)など
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